
船舶運航委託契約検討委員会（第 1 回）議事概要 
 

船舶運航委託契約検討委員会事務局 
 

1. 開催⽇及び場所 
 平成 29 年 7 ⽉ 28 ⽇（⾦）14︓30〜17︓30 
 富国⽣命ビル 28 階 第 1 会議室 

 
2. 出席者（敬称略、五⼗⾳順） 

委員⻑ 有川 博  ⽇本⼤学総合科学研究所 教授 
委員  ⽯⽥ 惠美 ⽇⽐⾕⾒附法律事務所 弁護⼠・公認会計⼠ 
委員  上岡 広治 株式会社三菱総合研究所 参与 
委員  東海 正  東京海洋⼤学 理事 
委員  富岡 英次 中村合同特許法律事務所 弁護⼠・弁理⼠ 
委員  村上 政博 成蹊⼤学法科⼤学院 教授、⼀橋⼤学 名誉教授、弁護⼠ 
 
説明者 篠崎 資志 海洋研究開発機構 理事 

       ⽉岡 靖  海洋研究開発機構 経理部⻑ 
       橋本 菊夫 海洋研究開発機構 海洋⼯学センター運航管理部⻑ 
       ⽮野 健彦 海洋研究開発機構 地球深部探査センター企画調整室⻑ 
 
3. 議事内容 

説明者より議事次第に沿って資料に基づき説明し、委員⻑及び委員より以下の主な意
⾒が出された。 

 
① 地球深部探査船「ちきゅう」の運⽤業務委託について、競争性を⾼めるためのアン

ケート調査がない。参⼊障壁などの把握のため、アンケートを実施して結果をまと
めること。 

② 地球深部探査船「ちきゅう」の運⽤業務委託、研究船等の運航及び調査⽀援委に関
する業務委託の各契約において、競争性を⾼めるための取組をリストアップするこ
と。研究船等の運航及び調査⽀援等に関する業務委託については、すでに他の船舶
運航事業者等へのアンケートが⾏われていることから、そのアンケート結果を踏ま
え競争性を⾼める取組をまとめること。取組については対応のメリット、デメリッ
トを⽰し整理すること。 

③ 現状の機構における調達プロセスおよび当該調達をする際の機構の審査組織につ
いて⽰すこと。また、他法⼈の先⾏取組事例を参考にして、改善案をまとめること。 

④ 船舶運航委託について、海外先進諸国の契約⽅法、コスト⾯について可能な範囲で
事例を調査すること。 



 
⑤ 研究船等の運航及び調査⽀援等に関する業務委託について、コスト削減結果を単年

だけでなく経年で⽰すこと。 
  
以上の点を、次回委員会で報告することとなった。 
 
（2）その他 
  次回委員会は、9 ⽉ 8 ⽇（⾦）の⽇程で開催することとした。 
 

以上 


